


新人看護師は先輩看護師の指導を受けながら一人前に成長していきますが、３交替勤務では
勤務時間がころころと変わるため、いつも同じ先輩に指導してもらえることはまれです。しかし２
交替勤務では先輩看護師はもちろん、医師や他の医療スタッフなど、いつも同じメンバーと働き
ますから一貫性のある指導を受けながら成長することができます。こうして成長した看護師に見
守られていることは、すなわち患者さまの安心感にもつながります。 

日勤組と夜勤組を完全に分離したシフト。勤務者が生活のリズムを整えや
すいのはもちろんのこと、入院中の患者さまにとってもいつも同じメンバーに
看護してもらえるという安心感をもってもらえます。しかし、３交替シフトに比
べるとより多くの人員を確保しなくてはならずコストもかかるため、導入してい
る医療機関は少数です。 

※大雄会病院の日勤勤務者は40時間／週の勤務体系です。 

  

 



日勤時間帯に比べて、夜間はスタッフの数が減るのは仕方のないこと。しかし、夜間に患者さま
の病態が急変することも珍しくありません。このような条件下で看護師に求められるのは、総合
的な看護知識と的確な判断力です。こうした“自立した看護師”であることを要求される夜勤は
一歩踏み込んだ看護の習得を志す方にはもってこいの職場です。そして、信頼できる看護師と
共に夜を迎えることが、患者さまの信頼感につながっていることはいうまでもありません。 

日勤・夜勤・深夜勤（もしくは早番・遅番・宿直）の3
つの時間帯の勤務を、ローテーションで交替しながら
勤務します。勤務時間帯がころころと変化するので
生活のリズムが崩れやすく、また夜勤明け翌日に日
勤につくなど、過酷な勤務条件が問題視されています。 

※大雄会病院の夜勤勤務者は32時間／週（16時間×2回）の勤務体系です。 

  

 






